
ふくし座談会 報 告 書 

決 裁 

会長 事務局長 次長  管理者 事務局 係 

         

報告日 平成 28 年 9 月 12 日 決裁日 平成  年  月  日 

記 

載 

者 

佐藤 

新一郎 

日 時 平成 28 年 8 月 6 日 10：30～12：00 

場 所 元気プラザ中原 

用 件 中中原常会 防災訓練 ふくし見守りマップづくり  

参
加
者 

中中原常会住民（麻生会長他） 福祉課（田北） 社協（佐藤新） 

内
容 

配布資料（避難行動要支援者確認名簿 やまびこ見守りMAP） 
 
心肺蘇生法の訓練後に、中中原地区のやまびこ見守りマップを活用して、災害時等に支援
が必要な方を確認し、日常での見守りから 実際に災害時に誰が支援者となるかなど確認
し合った。 

課
題
・
成
果 

日常や災害時等に配慮が必要な方を、ほぼ把握しており、参加者みんながほとんど意識し
て見守り活動・実際に支援が必要な方への対応策などを考えていることが確認できました。 

次
へ
の
展
望 

今回の災害時に配慮が必要な方を、役員会で話し合って正式に行政へ提出するとのこと 

特
記
事
項 

自治会会長も、住民の同意形成をどのような形で図っていくかを悩んでおられ、見守りマ
ップを確認しながらおこなうと、より具体的に参加者同士で考えることができた。 

ワ
ー
カ
ー 

と
し
て
対
応 

す
べ
き
こ
と 

住民の自主的な活動を引き出し、みんなで考え・話し合って 同意形成をもって地域福祉
活動につながっていくように支援していく。 

 


